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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 桑名市
対談項目１
海岸堤防の耐震対策
について

南海トラフの特別強化地域から桑名市が
外れたことに対し、知事の率直な気持ちと
県の対応策について教えて欲しい。
長島海岸について目処が立っている部分
は感謝している。城南海岸については、一
部分のみの事業化となっているが、事業の
早期完成のため、残りの部分を国の直轄で
行ってもらえるよう国に要望していただけ
ないか。

指定から外れたことは大変遺憾である。
桑名市等と連携して特別強化地域指定の再
要望を行っているが、追加指定は厳しい見
込み。ゼロメートル地帯全体に対する新た
な特別対策を要望している。
城南海岸の直轄事業の件について、１つ
の選択肢だとは考えるが、事業の優先順位
があり、県全体の中で総合的に判断した
い。

2 桑名市
対談項目２
広域避難施設の指
定・確保について

県の考える広域避難の枠組み、広域避難
施設について教えて欲しい。

災害発生時に他県から桑名市への避難者
数を把握するのは市単独では不可能だが、
県のサポートはいただけないのか。

市内の高台に広大な土地があり、広域避
難施設が必要なら使ってほしい。

明確な概念はないと思う。広域避難を考
えるのは、地域内で避難を考え、そこで避
難が完結しない場合になるのではないか。
また、避難所整備は一義的に市町で行って
いただき、県は広域防災拠点を整備してい
る。

現在は、各市町で住民の避難行動を把握
している段階。３県１市を含む広域的な避
難行動把握はその後となるが、この段階で
はじめて桑名市への避難者数が判明するの
で、即時には応えられない。
土地ありきでなく、桑名市民をどれぐら
い収容し、広域でどれぐらい必要なのかを
把握できた時点での話になるのではない
か。
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